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企業年金を支える事業所、加入者・
受給者を支援するサイト「年金なび」
　株式会社セキュリティ情報研究所は、
創業以来、Magicで企業経営、企業年金
業務全般、顧客情報管理、ホテル・旅館
のフロント管理、産業廃棄物処理業向け、
建設業向けなど、多彩なシステムの開発
を行ってきた会社です。
　同社では、企業年金の加入員・受給者
と事業所、そして企業年金をつなぐポー
タルサイト「年金なび」をMagic uniPaaS®
で構築、昨年4月に公開しました。「年金
なび」はビジネスモデルの特許出願中で、
東京都の認定事業にもなっています。
サイト構築の経緯について、セキュリティ
情報研究所 代表取締役 鶴野 雅裕氏は、次
のように語ります。
　「日本の年金システムは、企業年金を頂
点に、加入事業所、加入員・受給者のピ
ラミッド型の構造を成しています。当社
は、企業年金向けのシステムを作って20
年以上販売してきました。しかし、事業
所が任意で加入する企業年金は、事業所
や加入者の経済状況がよくないと、発展
が望めません。そこで、ピラミッドの下
層に目を向け、基盤を支える人々を支援
するシステムを作らなくてはいけないと
考えました。そこから、企業年金、事業所、
加入員・受給者の三者をつなぐポータル
サイトの構想が始まったのです。」

　「年金なび」は、サイトを通して、企業
年金、事業所、加入員・受給者が、双方
向に情報交換できる仕組みになっていま
す。企業年金は、事業所及び加入員・受
給者への情報公開をサイト上で行うこと
ができます。また、これまで、企業年金
と事業所間で紙媒体にてやり取りされて
きた書類が電子化され、郵送書類がオン
ライン化されたことで相互の経費削減に
つながりました。
　さらに、年金なびは、加入済みの事業
所及び会員登録した加入員・受給者に対
し特別な福利厚生サービスも用意してい
ます。年金なびが独自に提携したトラベ
ル・レジャー、ファッション、家電・ホビー、
美容・健康、グルメ、医療・介護等の施
設を特別価格で利用できるようにし、ポ
イントの還元も含めて、会員向けに企業
年金の加入付加価値として提供していま
す。
　一方で、企業年金に加入している事業
所が、サイト上で自社の製品やサービス
を宣伝することができるサービスを設け
ています。
　「製品やサービスが売れれば、会社の収
益が上がります。収益が上がれば、従業
員の給与が上がり、人員増加も見込めま
す。そして人員が増えれば、企業年金は
加入員が増えます。相互に働きかける場
を提供することで、日本全国、誰もが継
続して発展する。

企業年金、事業所、加入員・受給者が互いに補完することで発
展を助ける仕組みづくりを構想。

図　「年金なび」の全体像（東京都の認定事業／特許出願中）

　『年金なび』は、未来存続のための仕組
みだと考えています。まずは、仕組みづ
くりが大切でしたので、最初にビジネス
モデルを確立し、特許申請を行ってから
システム開発に着手しました。」（鶴野氏）

迅速な改善の繰り返しを可能にす
るMagic uniPaaS®
　「年金なび」は、一見しただけでは静的
なサイトに見えますが、各ページは
Magic uniPaaS®で動的に構築されていま
す。背後に抱えた巨大なデータベースか
ら、企業年金共通の情報と固有の情報を
合わせて抽出し、動的にサイトに表示し
ています。サイトは、雛形となる骨組み
が用意されており、そこにデータベース
から読み込まれた情報が表示されます。
特徴的なのは、データをHTMLの状態で
Magicのデータベースに格納していると
いうこと。データとして保管されている
HTMLを変更すれば、他に影響を与えず
ページの一部を変更できるつくりになっ
ています。そうした仕組みの構築に、
Magic uniPaaS®が活用されています。
　「Magicを使って構築するメリットは、
開発スピードです。『年金なび』は、新し
い仕組みの構築であるために、問題の解
決と改善の繰り返しでした。サイトが完
成しても、それで終わりではありません。
収益を上げる仕組みをつくるために、日々
プログラムの改善が必要になります。そ
の改善の繰り返しにも、開発スピードの
速いMagicの良さが活きていると感じて
います。
　当社がMagicで開発を行っている理由
には、私自身、1992年頃からMagicでシ
ステムを開発してきたことが挙げられま
す。技術者の認定も取っています。その

ため開発から離れた今でも、案件に応じ
て実工数を想定できますし、プログラム
の設計について指導することもできます。
経営者として、コストを意識しながら、
開発を正しい方向に導くことができます。
『年金なび』は、東京都の認定事業でした
ので、開発期限がありました。Magicを
使っていたからこそ、納期までに開発を
終えることができたと言えます。」

MagicのSaaS事業化も視野に
　構想に1年、開発に2年要したという「年
金なび」。昨年の4月のサイト公開後、ア
クセス対策や顧客である企業年金にチラ
シの配布を依頼するなどして、継続した
マーケティング活動を行ってきました。
その成果として、現在、およそ10の企業
年金が「年金なび」に登録しており、その
加入員・受給者は合わせて50万人を超え
ています。

　「現在は、このサイトを見れば年金の情
報がわかる、困ったことがあっても助け
てくれる、という場を作ることに重きを
置いています。今後は、個人の加入員・
受給者が、自身の年金総額を閲覧できる
など、踏み込んだサービスの提供を考え
ています。
　また、利用者をさらに増やして収益モ
デルを確立させること、事業者向けのビジ
ネスモデルを確立させることを目標にし
ています。具体的には、MagicのSaaS事
業として、Magicのパートナーのシステ
ムを『年金なび』上で事業所に提供できる
ようにしたいと考えています。将来的に
は、SaaS版の業務委託について、厚生労
働省の認可申請も考えています。」（鶴野
氏）
　今後ますますの発展が期待される「年金
なび」。Magic uniPaaS®が、その展望に貢
献し続けることでしょう。

●本社 東京都新宿区歌舞伎町2丁目
　　　　　44番1号
　　　　　東京都健康プラザハイジア11階
●設立 1987年2月6日
●資本金 5,000万円
●従業員数 34名（準社員含）
●事業内容   
・コンピュータソフトウエア業及びシステムイ
ンテグレーション

・コンピュータシステムにおける総合的な信頼
性・安全性の調査、研究

・コンピュータ利用に関するコンサルタント
・インターネット・ポータルサイトの運営
・インターネット、携帯電話網、その他通信シ
ステムを利用した、文字情報・音声情報・画
像情報を含むデジタルコンテンツの企画、開
発、販売及び配信サービス業務

・インターネット、その他通信システムを利用
した情報提供サービス並びに通信販売業務

・経営コンサルタント業

鶴野 雅裕 氏
代表取締役

セキュリティ情報研究所株式会社
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企業年金、事業所、加入員・受給者が互いに支援し合う、未来
存続のための仕組みづくりを実現。

背 景

対 策

結 果
USER PROFILE

セキュリティ情報研究所株式会社

年金記録の照会ができ、
記録の自己管理が可能に

・給与計算・財務会計
・人事顧客管理・社員管理
・営業支援・管理会計等

オンラインで空き状況、
照会・予約・補助金申請
が可能に

電子申請による事務作業の低減
書類郵送のオンライン化による
経費削減
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企業年金、事業所
双方向情報管理 

事業所、
加入員・受給者 双方向情報管理 

保養所の共有化

アピール
未加入の事務所
一般の方

事業所の商品・製品等の
広告宣伝販売 

企業年金、加入員・受給者
双方向情報管理 

福利厚生
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トラベル・レジャー、
ファッション、家電・
ホビー、美容・健康、
グルメ、医療・介護等

ホームページとの
自動連携

マジックソフトウェア･ジャパン株式会社

東京都渋谷区代々木3-25-3  あいおいニッセイ同和損保 新宿ビル14階
TEL.03-5365-1600　　FAX.03-5365-1630

営業所：札幌　仙台　信越　名古屋　大阪　岡山　広島　福岡 
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